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新潟県の帰化植物侵入・繁茂時期（その1）アレチウリ

石沢進
OOO

チウリSig，es　angutatus　L．を取り上げてみた。会員の皆様の

中にも帰化植物に詳しい方もおられるので、掲載した時期

など違う情報を知っておられたらご教示ください。

　近年多くの帰化植物が県内各地に見られるが、いつ県内

に侵入してきたか、知りたいところである。本誌で、帰化

植物の侵入・繁茂の時期を探ってみたいと思い、今回アレ

ド　　
●

繁
殖
力
強
く
駆
除
困
難

小
千
谷
周
辺

信
濃
川
流
域

市
な
ど
対
策
に
大
慌
て

　
植
物
を
枯
ら
す
な
ど
生
態
系
に
悪
影
羅
を
及
ぼ
す
外
来
の
つ
る
状
の
草
が
、
北
魚
川
口
町
か
ら
小
千
谷
市
の
信
濃
川
流
域

に
か
け
て
繁
茂
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
同
市
や
理
設
省
信
濃
川
エ
扇
事
務
所
な
ど
が
、
こ
の
ほ
ど
合
同
で
実
聴
し

た
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
で
兇
つ
け
た
。
こ
れ
と
い
っ
た
祷
効
な
駆
除
方
法
の
な
い
厄
介
な
草
だ
け
に
関
係
者
は
対
策
に
頭
を
痛

め
て
い
る
。

　
こ
の
草
は
、
北
ア
メ
リ
カ
を

原
産
地
に
す
る
一
年
生
つ
る
植

物
の
ア
レ
チ
ウ
リ
（
ウ
リ
科
）

で
、
増
殖
力
が
強
く
、
ほ
か
の

植
物
や
木
に
、
ぴ
っ
し
り
か
ら

み
つ
い
て
は
枯
ら
し
て
し
ま

う
。
日
本
で
は
、
昭
和
二
十
七

年
に
酵
岡
県
滴
水
港
で
初
確
認

さ
れ
た
が
、
本
県
で
は
、
三
年

前
に
中
頚
妙
高
村
の
典
地
で
、

わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
た
以
外
は

繁
殖
の
例
は
な
い
、
と
さ
れ
て

き
た
。

　
し
か
し
、
今
回
、
市
街
地
に

近
い
河
川
公
園
な
ど
で
見
つ
か

っ
た
こ
と
で
関
係
者
は
大
慌

て
。
　
「
信
濃
川
上
流
か
ら
種
子

が
流
れ
て
き
た
か
、
野
馬
が
運

ん
で
き
た
か
・
・
」
と
、
侵
入
ル

び
っ
し
り
生
い
茂
っ
た
ア
レ
チ

ウ
リ
。
繁
殖
力
が
強
く
植
物
を

枯
ら
す
厄
介
者
だ

ー
ト
を
せ
ん
さ
く
し
な
が
ら
、

駆
除
法
の
資
料
を
大
急
ぎ
で
収

集
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
お
隣
の
長
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野
県
で
は
、
以
前
か
ら
ア
レ
チ

ウ
リ
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
昨

無
、
特
異
な
生
態
を
持
つ
チ
ョ

ゥ
「
コ
ム
ラ
サ
キ
」
の
築
団
生

息
地
（
長
野
市
安
茂
里
の
犀
川

左
岸
）
に
ア
レ
チ
ウ
リ
が
繁
殖

し
、
五
輸
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
を
大

量
動
員
し
て
刈
り
取
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
、
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
事
例
か
ら
見
て
、

同
工
事
事
務
所
で
は
「
人
海
戦

術
で
根
こ
そ
ぎ
抜
き
取
り
、
焼

却
す
る
の
が
一
番
い
い
よ
う

だ
」
と
一
百
い
、
取
り
あ
え
ず
降

雪
前
ま
で
に
、
各
出
張
所
に
築

　
上
越
市
の
上
越
教
育
大
帯

は
、
十
年
度
の
「
学
生
蒙
面

項
」
を
同
大
入
学
試
験
係
で
嗣

布
し
て
い
る
。

募
集
す
る
の

　
　
　
　
　
　
1
0
年
度
（

は
学
校
教
華

　
　
　
　
　
　
上
越
教
寂

部
初
等
教
育
教

員
養
成
際
程
の
学
生
二
百
人
。

出
願
締
め
切
り
は
、
前
期
日
程

お
よ
び
後
期
日
程
が
十
年
一
一
日

四
日
、
推
薦
枠
が
九
年
十
二
月

十
八
日
、
私
買
外
国
人
留
学
生

態
を
調
査
し
て
も
ら
い
、
来
年

に
備
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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　アレチウリの繁茂については、本誌25号（1999年）で

も掲載したが、最初に県内で発見された時期、それに関す

る記録については明らかでない。池上義信先生の「新潟植

物記」　（未発表）には以下のような記録が残されている。

　アレチウリ　村上［工藤］，柿崎海岸［吉川純幹　29回展

（1965）］，柿崎［吉川純幹　31回展（1967）］，北長岡信濃

川畔［笹岡茂学校への坂道2：No．18：80（1977）］

　cf．清水港［大村敏朗　一杉本順一　植物研究雑誌28：

　　372（1953）］

　会津北部（塩川町）［斎藤　慧　植物採集ニュース12：6

　　（1964）］

　茨城那珂川【宮崎方夫　フロラ茨城26：3（1964）］

　池上先生の記録で、県内の最も古い年代が柿崎海岸の

1965年である。工藤孝雄氏の村上の記録がそれ以前の可

能性があり、より古い確認時期が更新されるかもしれな

い。広く繁茂して注目されるようになったのは、1977年

10月21日の笹岡氏の記録に「信濃川畔に優占種といって

もよいほど生えていた」と記しているように、この頃にす

でに群生していたところがあったと推察される。つまり、

県内における本種の広がりは、1960年代に侵入して・

1970年代に広く繁茂した可能性が高い。1997年の新潟日

報の記事に見るように、信濃川河川における本種の広がり

は驚くべき状況に達したとみられる。

　なお、本種の我が国における最初の発見は、1953年

の大村敏朗氏の清水港であり、ほぼ10年後に新潟県でも

広がり始めたと推察される。国内の福島や茨城のように

1960年代に分布が確認されるようになり、新潟と同じ頃

のようである。

　近年の信濃川畔の本種の繁茂も以前ほどひどくないよう

にも思われるが、断片的な観察であり、その後の消長を知

りたいものである。

会員の方には、アレチウリに限らず県内の帰化植物の動

向について本誌に寄稿頂きたい。例えばセイタカアワダチ

ソウの広がりが住んでおられる地域で以前と様相を異にす

るようであれば、その情報提供をお願いしたい。

　藤塚治義・中野雅子（1999）

新潟県植物保護第22号：4－7．

信濃川河敷のアレチウリ

期 臼 新 闘

2006年（平成18年）5月26日 金曜日 43150号　　（日刊｝▲

　
　
　
　
木
の
皮
を
煮
た

　
　
　
り
漬
け
た
り
裂
い

　
　
　
た
り
、
長
い
時
間
「

　
　
　
を
か
け
て
糸
に
す

　
　
　
る
。
そ
れ
を
織
つ

て
布
に
し
、
帯
や
帽
子
に
加

工
す
る
。
山
形
・
新
潟
県
境

の
山
村
で
、
7
0
人
ほ
ど
の
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

性
が
受
け
継
い
で
い
る
「
羽

え
づ
　
　
　
　
　
ふ

越
し
な
布
」
づ
く
り
は
、
縄

文
、
弥
生
を
思
わ
せ
る
技
術

だ
▼
昨
年
、
国
の
2
0
7
番

目
の
「
伝
統
的
工
芸
品
」
に

指
定
さ
れ
た
。
ま
と
め
役
を

務
め
て
い
る
五
十
嵐
勇
喜
さ

ん
（
7
0
）
は
「
公
に
認
め
ら
れ

た
こ
と
で
、
後
継
者
を
育
て

て
い
く
自
信
が
わ
い
て
き

た
」
と
話
す
。
喜
び
の
一
方

で
、
指
定
に
伴
っ
て
行
わ
れ

る
予
定
の
「
伝
統
工
芸
士
」

の
試
験
を
受
け
よ
う
と
い
う

人
が
一
人
も
い
な
い
こ
と
が

悩
み
だ
▼
経
済
産
業
省
の
外

郭
団
体
の
「
伝
統
的
工
芸
品

産
業
振
興
協
会
」
が
実
施
し

て
い
る
試
験
は
、
実
技
と
ぺ

ー
パ
ー
テ
ス
ト
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
7
0
点
以
上
と
ら
な
け

れ
ば
不
合
格
と
な
る
。
羽
越

し
な
布
に
携
わ
る
人
た
ち
の

平
均
年
齢
は
約
7
0
歳
。
　
「
4
0

年
ぶ
り
と
か
5
0
年
ぶ
り
に
筆

記
試
験
と
言
わ
れ
て
も
、
尻

込
み
す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
」

だ
と
い
う
▽
正
倉
院
は
何
県

に
あ
る
か
、
室
町
時
代
の
工

芸
品
は
何
か
、
伝
統
的
工
芸

品
を
所
管
し
て
い
る
の
は
何

省
か
。
か
な
り
の
難
問
ぞ
ろ

い
だ
。
全
国
の
伝
統
的
工
芸

品
の
産
地
で
も
、
合
格
者
が

数
人
し
か
い
な
い
と
こ
ろ
が

少
な
く
な
い
▼
あ
く
ま
で
名

誉
的
称
号
で
、
経
済
的
恩
恵

が
な
い
の
に
試
験
を
受
け
る

の
は
面
倒
だ
と
い
う
声
が
各

地
で
聞
か
れ
た
。
長
老
が
受

け
な
い
と
若
手
が
受
け
づ
ら

い
こ
と
も
、
受
験
者
が
増
え

な
い
一
因
の
よ
う
だ
▼
「
落

と
す
た
め
の
試
験
で
は
な

い
。
勉
強
す
る
い
い
機
会
と

し
て
受
け
て
ほ
し
い
」
と
協

会
は
説
明
す
る
が
、
伝
統
技

術
を
受
け
継
ぐ
人
た
ち
に
筆

記
試
験
が
本
当
に
必
要
な
の

か
ど
う
か
。
現
在
の
や
り
方

は
か
な
り
疑
問
に
思
え
る
。


